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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期第１四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第１四半期 8,302 △6.5 △1,915 － △1,990 － △1,992 － 

26年３月期第１四半期 8,884 △4.1 △594 － △628 － △670 － 
 
（注）包括利益 27年３月期第１四半期 △2,021 百万円 （－％）   26年３月期第１四半期 △519 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第１四半期 △28.00 － 

26年３月期第１四半期 △9.43 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第１四半期 92,524 32,727 35.2 458.24 

26年３月期 95,752 34,620 36.0 484.69 
 
（参考）自己資本 27年３月期第１四半期 32,614 百万円   26年３月期 34,497 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
26年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 
27年３月期 －         
27年３月期（予想）   0.00 － 0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 15,300 1.5 △4,300 － △4,500 － △4,000 － △56.20 

通期 32,600 7.1 △4,000 － △4,500 － △4,000 － △56.20 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



 

※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期１Ｑ 71,270,910 株 26年３月期 71,270,910 株 

②  期末自己株式数 27年３月期１Ｑ 96,878 株 26年３月期 96,876 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期１Ｑ 71,174,034 株 26年３月期１Ｑ 71,174,251 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページに記載の「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年６月30日）におけるわが国経済は、消費税増税やエネ

ルギーコストの上昇など、経営環境に影響を与えるリスクは依然として存在するものの、政府が打ち出した経済・

金融政策により、その効果も徐々に現れ、緩やかな回復基調で推移してきました。 

 当社における事業環境については、金属チタン事業が、航空機向けの在庫調整の継続に加え、一般工業用の需要

低迷で厳しい状況が継続しております。一方、機能化学品事業は堅調に推移しました。 

 このような状況下、当第１四半期連結累計期間の売上高は前年同期比6.5％減の83億２百万円となり、経費削減

等に取り組んだものの、営業損失19億15百万円、経常損失19億90百万円、四半期純損失19億92百万円となりまし

た。 

 

金属チタン事業 

 スポンジチタンについては、サプライチェーン内における過剰在庫に加え、航空機部品の歩留りの向上、スクラ

ップ使用比率の上昇などの状況もあり、在庫調整が予想を超え１年以上継続している状況にあり、インゴットにつ

いても、一般工業用は大型プラント物件等がなく、本格的な回復に至っておりません。 

 スポンジチタンの稼働率については、生産能力に対し約50％を継続しております。（茅ヶ崎工場は本年４月から

生産能力を縮小しており、縮小前の生産能力に対しては約40％の稼働率となります。） 

 これらの結果、当事業の売上高は前年同期比22.1％減の51億39百万円となり、減産等による影響もあり19億98百

万円の営業損失となりました。 

 

機能化学品事業 

 触媒関連製品及び電材関連製品の売上高は、増販及び円安等により前年同期に対し増加いたしました。 

 これらの結果、当事業の売上高は前年同期比38.5％増の31億63百万円となり、営業利益も前年同期比6.8％増の

５億48百万円となりました。 

 

 セグメント別連結売上高                   （単位：百万円） 

 

区 分 

 

27年３月期 

第1四半期 

26年３月期 

第1四半期 
増減率 

金属チタン事業 5,139 6,600 △22.1％ 

機能化学品事業 3,163 2,284 38.5％ 

合     計 8,302 8,884 △6.5％ 

 

 セグメント別連結営業利益                  （単位：百万円） 

 

区 分 

 

27年３月期 

第1四半期 

26年３月期 

第1四半期 
増減率 

金属チタン事業 △1,998 △645 － 

機能化学品事業 548 513 6.8％ 

全 社 費 用 △466 △462 － 

合     計 △1,915 △594 － 
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、売掛債権の増加があったものの、たな卸資産の減少等により、

前連結会計年度末比32億27百万円の減少となりました。 

 負債の部は、長期借入金の約定返済を主因に、前連結会計年度末比13億34百万円の減少となりました。 

 純資産の部は、利益剰余金の減少等により前連結会計年度末比18億93百万円の減少となりました。以上の結果、

自己資本比率は前連結会計年度末の36.0％から35.2％となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により、予想数値

と異なる可能性があります。なお、連結業績予想につきましては、前回予想（平成26年４月30日）を変更しており

ません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年5月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めに

ついて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の

期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の算定方法を変更しました。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が143百万円減少し、利益剰余金が143百万円

増加しております。なお、これに伴う当第１四半期連結累計期間の連結損益計算書に与える影響は軽微でありま

す。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社グループは、前連結会計年度において、売上高が著しく減少しており、その結果、重要な営業損失、経常損

失、当期純損失を計上しております。これらにより継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が

存在しておりました。当第１四半期連結累計期間においても、重要な営業損失、経常損失、四半期純損失を計上して

おり、引き続き継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しておりますが、当該事象等を

解消するため、本年４月30日に発表いたしましたチタン事業構造改革に取り組んでおり、収益改善を進めていく見込

みであり、重要な資金繰り懸念もないことから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断して

おります。 

 チタン事業構造改革の内容は以下の通りであります。 

・設備効率の改善についての取組み

①スポンジチタン

 平成25年度末に茅ヶ崎工場において塩化炉２炉操業体制から１炉操業体制に移行し、生産能力を年産

13,200tから9,600tに縮小しており、効率的な生産体制の構築を進めております。

②チタンインゴット

 平成26年度以降、茅ヶ崎工場における一部の設備の休止により、生産能力を年産6,000tから3,000tに縮小し

ており、同様に効率的な生産体制の構築を進めております。
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・コスト圧縮についての取組みと計画

①人員削減

 全社全部門の人員の一層の効率的活用を図る観点から平成26年１月１日時点から平成26年度中を目途に全従

業員の約15％人員を削減します。

 なお、削減人員については、関連会社（合弁会社含む）等への出向・応援、非正規社員の整員等で対応しま

す。

②生産性向上等によるコスト削減

 チタン製造部門における歩留り改善など生産性向上の徹底追求を図るとともに、全社全部門で徹底したコス

ト削減を継続して実施します。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成26年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,528 1,816 

受取手形及び売掛金 5,511 5,694 

商品及び製品 15,686 14,921 

仕掛品 4,419 4,165 

原材料及び貯蔵品 5,395 4,975 

繰延税金資産 50 39 

その他 417 273 

貸倒引当金 △6 △6 

流動資産合計 34,003 31,881 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 15,902 15,687 

機械装置及び運搬具（純額） 30,213 29,302 

工具、器具及び備品（純額） 323 305 

土地 2,679 2,679 

リース資産（純額） 5,647 5,368 

建設仮勘定 6,429 6,576 

有形固定資産合計 61,196 59,919 

無形固定資産    

ソフトウエア 163 210 

その他 142 133 

無形固定資産合計 306 344 

投資その他の資産    

投資有価証券 54 189 

長期貸付金 4 4 

破産更生債権等 2,530 2,530 

繰延税金資産 5 5 

その他 195 195 

貸倒引当金 △2,544 △2,544 

投資その他の資産合計 245 379 

固定資産合計 61,749 60,643 

資産合計 95,752 92,524 
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    （単位：百万円） 

  前連結会計年度 
(平成26年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 438 2,076 

短期借入金 34,266 36,124 

リース債務 1,287 1,193 

未払法人税等 101 45 

賞与引当金 499 247 

役員賞与引当金 1 0 

事業撤退損失引当金 230 230 

その他 1,130 1,230 

流動負債合計 37,955 41,152 

固定負債    

長期借入金 16,954 12,798 

リース債務 4,610 4,413 

退職給付に係る負債 208 34 

繰延税金負債 455 444 

資産除去債務 948 953 

固定負債合計 23,176 18,645 

負債合計 61,132 59,797 

純資産の部    

株主資本    

資本金 11,963 11,963 

資本剰余金 13,022 13,022 

利益剰余金 9,213 7,352 

自己株式 △75 △75 

株主資本合計 34,123 32,262 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 20 27 

繰延ヘッジ損益 － △0 

為替換算調整勘定 85 77 

退職給付に係る調整累計額 268 247 

その他の包括利益累計額合計 373 351 

少数株主持分 123 112 

純資産合計 34,620 32,727 

負債純資産合計 95,752 92,524 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 8,884 8,302 

売上原価 8,180 8,868 

売上総利益又は売上総損失（△） 703 △566 

販売費及び一般管理費 1,298 1,349 

営業損失（△） △594 △1,915 

営業外収益    

受取配当金 0 0 

為替差益 － 22 

デリバティブ利益 72 － 

物品売却益 6 8 

雑収入 17 12 

営業外収益合計 95 44 

営業外費用    

支払利息 112 113 

為替差損 13 － 

支払手数料 0 － 

雑損失 3 5 

営業外費用合計 129 118 

経常損失（△） △628 △1,990 

特別利益    

補助金収入 － 12 

特別利益合計 － 12 

特別損失    

固定資産除却損 2 0 

特別損失合計 2 0 

税金等調整前四半期純損失（△） △631 △1,978 

法人税、住民税及び事業税 36 11 

法人税等調整額 3 9 

法人税等合計 40 21 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △671 △1,999 

少数株主損失（△） △0 △6 

四半期純損失（△） △670 △1,992 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △671 △1,999 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 2 7 

繰延ヘッジ損益 126 △0 

為替換算調整勘定 22 △8 

退職給付に係る調整額 － △20 

その他の包括利益合計 152 △21 

四半期包括利益 △519 △2,021 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △518 △2,014 

少数株主に係る四半期包括利益 △0 △6 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）   金属チタン事業 機能化学品事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 6,600 2,284 8,884 － 8,884 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

250 1 251 △251 － 

計 6,850 2,285 9,136 △251 8,884 

セグメント利益又は損失（△） △645 513 △132 △462 △594 

 （注）１.セグメント利益又は損失の調整額△462百万円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究

開発費であります。

 ２.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益

計算書計上額

（注２）   金属チタン事業 機能化学品事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 5,139 3,163 8,302 － 8,302

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

255 － 255 △255 －

計 5,395 3,163 8,558 △255 8,302

セグメント利益又は損失（△） △1,998 548 △1,449 △466 △1,915

 （注）１.セグメント利益又は損失の調整額△466百万円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究

開発費であります。

 ２.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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